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研究成果の概要（和文）：基課題は、大衆肉食社会への扉が開かれた１８６０年代から１９７０年代を対象期間
に据え、ドイツと日本が歩んだ対照的な道を分析することで、国際的に議論されている肉食化と脱肉食化問題に
比較史学に基づく貢献を目的とした。本国際共同研究は、ドイツと日本の事例を考慮しつつ、よりグローバルな
視点の導入を目指したものである。その結果、肉食化で先行する西洋諸国の影響を受けつつも、①肉食化の実態
　②洋種の受容　③味覚の問題　④脱肉食化の特徴などで多くの相違点があったことが判明した。今後は、国際
学会での報告や論文出版に留まらず、よりグローバルな視点に立った単著を執筆する下地をつくることができ
た。

研究成果の概要（英文）：The international collaborative study aimed for a global perspective behind 
the process of 'meatification' and 'de-meatification', looking to correct the western-centric 
narrative that has so far dominated the field. As a result, the study revealed that there were many 
regional differences in relation to meatification, the acceptance of Western breeds, the issue of 
taste, as well asthe characteristics of de-meatification. The impact of western countries, where the
 meatification process was advanced, was not small but the various ways in which other countries 
dealt with both meatification and de-meatification suggest significant differences with the Western 
experience, a perspective that must be incorporated into discussions about how the world should deal
 with reducing the impact of meat on the environment and society. Thanks to this research, the 
foundations have been laid for the writing of a monograph that better reflects the diverse 
experiences countries went through.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、西洋諸国中心に拡大していった肉食化と脱肉食化の歴史を見直し、非西洋諸国における肉食化と脱肉
食化の経緯を理解することで、世界的に議論されている肉食論・脱肉食化論の相対化を図った。その結果、肉食
化と脱肉食化は、世界各国にて一筋縄ではいかなかったことがわかった。肉食化の場合、洋種の輸入は必ずしも
成功はせず、非西洋種との交配を通してようやく牛肉の大量生産が実現するようになった。一方、脱肉食化の場
合、これも西洋諸国における菜食主義運動を模倣したものでは決してなく、伝統食が菜食料理に近いことから、
自国料理の優位性を訴える菜食主義運動がしばしば起こった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

 

近年、アジアを中心に食肉消費が飛躍的に伸びているため、生産・安全・生活への影

響を案じる声が国際的に強まっている。世界的に拡大する畜産業が及ぼす環境破壊、

抗生物質の乱用による家畜感染症リスクの増大、過度な動物性食品摂取による健康

被害など、「肉食化」に対する警戒がかつてないほど高まっており、ベジタリアンやビー

ガンに代表されるような「脱肉食化」の動きが活発である。 

 

ただ、これまでの肉食化・脱肉食化研究は、西洋先進国を中心としたものが多く、非西

洋諸国における肉食化・脱肉食の経験を十分に歴史学的に解明されていない。欧米

を筆頭に家畜・食肉貿易が国際化したこと、洋種が肉食化の主要種として世界に移植

されたこと、また、米英に範をとる形で菜食主義運動が各国で台頭したことなどが明ら

かになっている一方、植民地や非西洋諸国における国際家畜・食肉市場の影響、家

畜の大型化に登用された種の多様性、国際的取引を可能とした科学技術導入の紆余

曲折、脱肉食化運動の異なる特徴は未解明の部分が大きく、研究状況はバランスを

欠いていると言わざるを得ない。 

 

２．研究の目的 

 

本研究は、上記のような西洋中心史観をベースとした肉食化・脱肉食化の先行研究か

らの脱却を目指し、英語による研究成果に拘ることで肉食化・脱肉食化に関する国際

的な議論へ貢献することを目的とした。すなわち、グルーバル・ノース（Global North）と

呼ばれる諸国における肉食化・脱肉食の経験を考慮に入れつつも、グローバル・サウ

ス（Global South）と呼ばれる諸国にも視野を広げ、より国際的な観点から肉食化・脱肉

食化の実態を浮き彫りにすることをゴールに据えた。その際、これまで取り組んできた

日独における肉食化・脱肉食化研究をベースに、非西洋諸国における肉食化・脱肉

食化の国際比較研究を企図した。 

 

３．研究の方法 

 

家畜史研究の国際的権威である Dorothee Brantz ベルリン工科大学教授の研究グル

ープに２年間所属したうえ、ベルリンを拠点にヨーロッパの研究者との交流を積極的に

図り、主にワークショップ・国際学会・成果出版といった３つの方法で研究を進めた。当

初は、日本と東アジアの研究者との交流を深めるというもう一つの目的があり、国際学

会を東京で開催する計画を立てていた。しかしながら、国際的な物価高騰と歴史的円

安の影響は免れず、当初の研究計画を大幅に変更せざるを得なかった。その結果、ド

イツに２年間渡り、ヨーロッパ各国の学会への参加とすることで、肉食化・脱肉食化の

国際史的な実態に迫る方法に切り替えた。 

 



４．研究成果 

 

肉食化・脱肉食化をテーマに、以下の通り国際学会で５度研究発表を行い、非西洋諸

国を対象に同テーマに取り組む研究者と、比較研究を実施できた。その結果、日独に

おける肉食化・脱肉食研究に従事するあまり気づかなかったが、グローバル・サウスに

おける肉食化・脱肉食化の実態が浮き彫りになった。 

 

まず、自分の研究であるが、“Livestock as Global and Imperial Commodities Workshop”
（2022 年 7 月）、“Nourishing Values, Feeding Differences Workshop”（2023 年 3 月）、 

“Consuming Asia” (2023 年 6 月)、“Crossing Boundaries: Human-Animal Relations from 
Post-Petrine Russia to the Soviet State Workshop”（2023 年 6 月）、“European Society for 
Environmental History”(2023 年 7 月)で発表した研究成果が議論を呼び起こし、非西

洋諸国を研究対象とする研究者の間では、肉食先進国ではなかった日本が、英国の

畜産モデルを導入しながらも洋種に基づく家畜の大型化を取りやめ朝鮮牛の純血度

を高める政策転換に切り替えたことが関心の的となった。 

 

また、各国の多くの研究者と議論していくなかで、今後、同テーマを国際研究としてさ

ら に発展 させ る土 台 を 築けた 。 “Livestock as Global and Imperial Commodities 
Workshop”では、イスラエル、マダガスカル、モザンビーク、チリ、ブラジル、キューバ、

ナイジェリアの研究者と、旧植民地国を研究する人々と国際ネットワークを構築した。

“Nourishing Values Workshop”では、台湾、タイ、インドを研究対象とする研究者と、

“Crossing Boundaries Workshop”では、ウクライナ、ロシア、ハンガリーの研究者と、

“Consuming Asia Conference”では、インド、ベトナム、ブータン、中国、韓国の研究者と

議論を重ねた。“European Society for Environmental History”では、パレスチナ、ロシア、

アルゼンチンを対象に研究する研究者とパネルを組んだ。 これらの学会での発見を

発展させ、今後、上記の問題意識に沿った議論を経て、植民地史に関する成果を国

際ジャーナルの special issue として、アジア太平洋に関する成果を論文集としてハワイ

大学出版社から刊行する準備にすでに取り掛かっている。 

 

これらの共同研究を通して、４つの新たな史実が浮かび上がった。また、この成果を、

４本の論文に盛り込むことができた。 

 

１つ目は、西洋先進国を中心に発展した家畜貿易と食肉輸出の国際的な影響である。

高い購買力を武器に、米国と豪州のような供給国から英国やフランスに食肉がもたら

されたが、非西洋諸国における状況が徐々に明らかになっていった。例えば、帝政期

ロシアは、世界有数の家畜大国でありながら、輸出どころか新大陸産の食肉を輸入し

ていたという史実がある。ウクライナを中心とした国内畜産業の改良政策が順調に進ま

なかったようで、サンクトペテルブルク市民はロシア産食肉より外国産を選んだとの指

摘がある。各国の畜産業が新大陸産食肉の脅威に対応しながらも、各国における畜

産業の発展度合との兼ね合いから、輸入に頼らざるを得なかったことが明るみになっ

た。 

 



２つ目に、肉食先進国から品種改良を繰り返された洋種が世界中に出荷されたことは

わかっているが、受入各国における状況が少しながらわかってきた。英国種をニュー

ジーランドに移植する過程で、その土地への順応に困難が伴ったことはわかっている。

一方、ブラジルでは、熱帯気候であるがゆえに洋種は適さないと判断され、似た飼育

条件を有するインドからゼブ種を迎え入れたことが明らかになり、洋種に必ずしも依存

しない肉食化が見て取れる。つまり、環境条件の異なる国々の事例を積み重ねること

で、肉食化の背景に多くの種が関わっていたことが浮かび上がった。 

 

３つ目は、科学技術が介入する食肉をめぐる味の問題である。牛肉や豚肉が国際的

に取引されるには、経済的なコストと技術的な問題を解決しなくてはならないが、遠く

から運ばれてくる冷凍肉を抵抗感なく食べるようになるには、社会文化的なハードルが

立ちはだかる。例えば、マダガスカルでは、豊富な家畜資源がありながらも、牛肉の硬

さが仇となりフランスでは受け入れられなかったし、日本では、中国・青島牛の味に抵

抗感を示す精肉店や消費者が戦前に多かったため、専門店が青島牛を独自に扱うよ

うになったことが明らかになった。長距離輸送に対する不信感は日本以外でも根強く、

非西洋諸国において食肉の味を巡る攻防が展開されていたことがわかった。 

 

４つ目は、脱肉食化の異なる実態である。肉食化の進んだ西洋諸国では、菜食主義

運動は大量生産・大量消費を疑問視するスタンスが共通としてあったが、肉食化が必

ずしも進んでいなかった非西洋諸国における脱肉食化運動の特徴を明らかにすること

ができた。例えば、肉食化がほとんど進んでいなかったイタリアの菜食主義運動は、伝

統料理の非肉食性を誇示する性格を帯びており、他の先進国のように新たな代替料

理を考案するような現象は起きなかった。日本も似たような状況にあり、植民地や非西

洋諸国の事例を分析すると、伝統食こそ菜食料理としてみるに相応しいという論調が

多く見受けられた。 
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